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・昔遊びや「逃走中からの清掃中」の活動で地域ボラの協力を得ている。しかし、地域の
大人ボラの方が少なくて困っている。
・大沢小は中学校や川前小と離れているので苦慮しているが、細くつながっている。大沢
小はボランティアの層が厚く、十分感はある。
・ボランティアの依頼があると、中学生が出向いている。
・職業講話で、地域の方からお話をいただいている。
・会議の種類や回数が多く、重複する内容もあって手間になっている。一本化できない
か？
　→地域教育協議会や地域ぐるみ協議会と、似たような会が多い。
・市民センターとしては、防災に関する取り組みを学校と連携して行いたいと考えてい
る。

ポイント
・目的を共有してwinwinな関係に
・負担感が小さいように
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